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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 5 事業名 一般管理事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室、防災危機管理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ①自助・共助・公助による災害に強いまちづくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

67,171 21 0 0 0 0 21

補正後 67,192 0 879 1 0 66,312

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

視察研修

　災害時応援協定に基づき、中部４町が行う徳島県視察に職員２
名が参加、徳島県各町職員と直接交流することで協定の意義再確
認と有事の際の円滑な相互援助が可能な環境の醸成を図る。
【必要経費】
　旅　費　31千円
　負担金　68千円

99 単町

広域連合負担金
中部ふるさと広域連合負担金について、今後の執行見込に応じた
減額を行う。

△ 78 単町

合計 21

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
鳥取県町村会と徳島県町村会との災害時応援協定に基づく交流事業の一環で行われる徳島県への視察参加に必要
な費用を増額する。また、ふるさと広域連合負担金について減額を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 9 事業名 情報公開・個人情報保護等 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

⑥町民の声が届きともに創る未来のまちづくり ①町民に伝わる情報発信と情報共有
重点項目 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

467 40 0 0 0 0 40

補正後 507 0 0 0 0 507

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

情報公開審査会
委員報酬

・目的　開示決定に対する審査請求に関し審査し、答申する。
・構成委員　5名(行政相談委員、司法書士等の有識者)
・開催回数　1審査請求あたり3回開催
　　　　　　2件の審査請求分として残り4回分(40千円)を増額

40 単町

合計 40

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 開示決定に対する審査請求への対応のため、委員報酬を増額する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 7 事業名 職員研修 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

⑥町民の声が届きともに創る未来のまちづくり ⑤地域に根付く職員の育成
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

8,351 200 0 0 0 0 200

補正後 8,551 0 0 0 1,359 7,192

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

研修費用

　今後予定する研修に係る必要な経費を増額する。
　【必要経費】
　　報償金　144千円
　　旅　費　 56千円

200 単町

合計 200

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　今後必要な研修に係わる経費について、増額を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

今後発生する機器、建物等修繕に対応するため修繕料を増額する。

5
一般会計

事業番号 711 事業名 庁舎管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

72,844 1,026 0 0 0 0 1,026

補正後 73,870 0 0 2,398 43,000 28,472

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

2,238,398円　―　1,212,410　＝　1,025,988円
　（今後支出見込額） （予算残額）

合計 1,026

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要  本庁舎・公用車等の修繕に対応するため、修繕料を増額する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
修繕料 1,026 単町

2-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1276 事業名 ふるさと納税 事業区分 □新規 □継続
担当課 総務課 担当係 財務監理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財政管理費

①新しいひとの流れをつくりだす共生のまちづくり ②関係人口の拡大とつながりの強化
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

526,217 18,087 0 0 17,657 0 430 ふるさと未来夢基金繰入金

補正後 544,304 0 0 543,859 0 445

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

返礼品代金

ふるさと納税返礼品　16,657千円
　令和４年度寄附受付分
　　ゴルフボール 2414ダース×6,900円＝16,656,600円
　　記念品代16,657千円
　　（支出見込額111,157千円－予算現額94,500千円）

（理由）
令和４年度のゴルフボールを返礼品とする寄附受付が年末にむ
け、予想を大幅に上回る受付となった。また、ゴルフボールのモ
デルチェンジによる納期の遅れや、メーカーからの納品数制限も
あり、令和４年度中に返礼品の発送を完了することができなかっ
たため。

【歳入】ふるさと未来夢基金繰入金　16,657千円

16,657 寄附金

【新】
企業版ふるさと
納税成約手数料

企業版ふるさと納税成約手数料　330千円
　寄附金額3,000千円×10％×1.1＝330千円
　手数料330千円（支出見込額330,000円-予算現額0円）

（理由）
地方銀行等のもつネットワークを活かし、域外企業等から琴浦町
への企業版ふるさと納税があった場合、寄附額に応じた手数料を
地方銀行等に支払う。

330 単町

企業版ふるさと
納税地方創生
基金積立金

企業版ふるさと納税地方創生基金積立金　1,100千円
　寄附金額1,000千円×1.1＝1,100千円
　積立金1,100千円（支出見込額3,300千円-予算現額2,200千円）

（理由）
企業版ふるさと納税の受入拡大を見込み増額を行う。

【歳入】企業版ふるさと納税地方創生寄附金　1,000千円

1,100

寄附金
1,000
町
100

合計 18,087

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

　令和４年度受付のふるさと納税返礼品について、令和５年度に発送が完了するものに対して支払う記念品代
を増額する。
　企業版ふるさと納税による寄附受付を強化するため、地方銀行等によるネットワークを活かした寄附募集を
行うことにより、寄附の受入れ拡大を見込み、基金積立を増額する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2-5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 12 事業名 財政管理事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 財務監理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財政管理費

⑥町民の声が届きともに創る未来のまちづくり ①町民に伝わる情報発信と情報共有
重点項目 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

14,006 390,605 0 0 0 0 390,605

補正後 404,611 0 0 9,503 0 395,108

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

消費税適格請
求書等保存方
式対応業務

消費税適格請求書等保存方式対応支援業務委託料　605千円
令和5年10月1日からインボイス制度（適格請求書等保存方式）が
開始されるにあたり、一般会計及び特別会計の消費税について適
切な処理を行うため、専門家（税理士）に支援を受ける。

605 単町

今後の経済不況による税収減や災害の発生等に備えるため、財政
調整基金を積み立てる。

財政調整基金残高  [単位：千円]

今回積立額
（補正額）

補正後残高
(見込）

290,000 1,059,780

今後の公共施設の更新等に備えるため、公共施設等建設基金を積
み立てる。

公共施設等建設基金残高 [単位：千円]

今回積立額
（補正額）

補正後残高
(見込）

100,000 753,093

合計 390,605

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

・令和5年10月1日からインボイス制度（適格請求書等保存方式）が開始されるにあたり、一般会計及び特別会
計の消費税について適切な処理を行うため、専門家（税理士）に支援を受ける。
・今後の災害や公共施設の更新等に備えるため、財政調整基金及び公共施設等建設基金の積立を行う。

財政調整基金 290,000 単町

公共施設等建
設基金

100,000 単町

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 615 事業名 財産管理（普通財産） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 財務監理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑤公共施設の集約・複合化による質の高い町民サービスの提供
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

4,826 450 0 0 0 0 450

補正後 5,276 0 0 0 0 5,276

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

未利用財産有効
活用に係るサウ
ンディング型市
場調査

ツアー意見交換会やこれまでの問い合わせ内容を踏まえた、今後
の質問・専門性の高い協議内容に対応するための、未利用財産有
効活用サウンディング型市場調査に係る有識者支援依頼
　報償費　100,000円×3回
　旅費　　 50,000円×3回

450 単町

合計 450

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

未利用財産有効活用に係るサウンディング型市場調査について、調査に先駆け実施した未利用財産を巡るツアーの意
見交換会状況やこれまでの問合せ内容を踏まえ、提案事業者との対話協議の際には、想定を超える専門性の高い質
問・事業課題に対する相談などが予想される。最適な事業手法の選択を行うとともに、事業実施に伴う諸条件を整理
するために必要な業務支援を有識者へ依頼する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

2-7



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1422 事業名 DX推進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 DX推進室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 電算管理費

⑥町民の声が届きともに創る未来のまちづくり ④行政サービスのデジタル化
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

11,292 1,740 0 0 0 0 1,740

補正後 13,032 0 0 0 0 13,032

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
窓口ＤＸに向け
たBPR実施

　ＤＸによる書かない窓口・ワンストップ対応においては、ＤＸ
の『Ｘ』の部分がより重要となり、複数の課を跨いだ大規模な業
務改革に向けた調整（BPR）が不可欠。
　BPRに関するノウハウが不足しているため、指定金融機関である
山陰合同銀行の地域連携事業で実施することにより、同行が保有
する窓口改革のノウハウやコンサルティングサービスの提供を受
ける。

○BPR内容
　・現状把握、利害関係者確認
　・業務フロー整理と課題抽出、現状分析

今件取組みでBPR実施の技術や要点等を学ぶことによって、以降の
DX取組みにおけるBPR自走を見込む。

1,740 単町

合計 1,740

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

ＤＸの取組みの一つとして、窓口改革をＤＸにより実現する書かない窓口・ワンストップ対応を計画している。
窓口改革にあたっては、課題点把握や業務フロー整理等の事前調整であるＢＰＲが欠かすことができないが、Ｂ
ＰＲに関するノウハウを有していないため、業務の委託を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

2-8



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 5 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1626 事業名 東伯総合公園整備事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 総務課 担当係 施設管理室
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目 体育施設費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

0 4,248 2,124 0 0 0 2,124

補正後 4,248 2,124 0 0 0 2,124

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
東伯総合公園施
設長寿命化計画
策定業務

●東伯総合公園施設長寿命化計画策定業務（１期）　4,248千円

【目的】
都市公園施設の老朽化に対する安全対策の強化及び将来の改築•更新
に係るコストの縮減や平準化を図る。

【対象場所】
東伯総合公園（野球場・多目的広場・テニス場・駐車場・どんぐり
広場・子ども広場・総合体育館・平岩記念会館・その他）

【業務期間】
１期：令和５年９月～令和６年３月
２期：令和６年４月～令和６年９月

【業務内容】
１期：調査（野球場・多目的広場・テニス場・駐車場・どんぐり広
場・子ども広場・その他）
２期：調査（総合体育館・平岩記念会館）・対策検討・ライフサイ
クルコスト算出

【事業費】8,943千円
１期：4,248千円
２期：4,695千円

4,248
町1/2
国1/2

合計 4,248

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

都市公園施設長寿命化計画を策定し、施設の老朽化に対する安全対策の強化及び将来の改築•更新に係るコストの
縮減や平準化を図る。また、立地を最大限に活用し、交流人口と経済的な波及効果に寄与するための新たな整備を
行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

平成３１年度から令和４年度にかけてＰＦＩ方式による東伯総合公園の運営・環境整備を検討してきたが、最終的
に地元事業者の十分な参画意向を得られなかったことから手法の見直しを行い、環境整備については都市公園とし
ての長寿命化を図るという方針に転換した。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 7

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 20 事業名 国際交流の推進 事業区分 □新規 ■継続
担当課 企画政策課 担当係 企画担当
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

①新しいひとの流れをつくりだす共生のまちづくり ④支え合いと共生のまちづくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

103 816 816

補正後 919 919

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 816

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 韓国麟蹄郡との交流再開のため、表敬訪問の予算を計上するもの。

補正の内容

【新】
韓国麟蹄郡交流
事業

○国際交流について
社会のグローバル化に対応し、将来を見据えたまちづくりを推進
する。異なる国の文化への理解や交流を深め、人の往来を促進し
地域経済の活性化に繋げる。
○経過
友好親善交流協定を締結している韓国麟蹄郡について、政治問題
等により平成30年度から交流が途絶えている。
○目的
日本と韓国が友好的な機運になり、新型コロナウィルスが5類に
なって米子-ソウル便も10月から復活することに伴い、交流再開を
図るため表敬訪問を行う。来年度の琴浦町発足20周年事業へ招聘
する。

訪問予定　10月下旬～11月上旬 
 行程 
 　1日目　米子空港　　～　仁川空港　　移動 
 　2日目　ソウル市内　～　麟蹄郡　　  移動、表敬訪問
　 3日目　麟蹄郡    　～　ソウル市内　移動
   4日目　仁川空港　　～　米子空港    帰省 　

（報償費)　記念品等　10,200円

（普通旅費　3泊4日×3人     324,200円 
            ＠航空運賃  　   46,400円×3人　
　　　　　　＠宿泊（町長）　 17,200円×3泊×1人
            ＠宿泊（随行2名）12,900円×3泊×2人
　　　　　　＠日当（町長）　　5,600円×4日×1人
　　　　　　＠日当（随行2名） 4,200円×4日×2人

（役務費）傷害保険料　　　　 30,000円　
　　　　　　＠渡航保険  　   10,000円×3人

（使用料及び賃借料）　車両、ガイド借上料　　450,000円

816 単町

これまでの
取組状況や
改善点等

4－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 5 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 913 事業名 基幹統計調査 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 商工係
予算区分 款 総務費 項 統計調査費 目 統計調査費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり 　　　　　　　　　　―

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

1,126 197 196 1

補正後 1,323 1,322 1

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

統計調査事務費

・2023年漁業センサス　調査員報酬　
　本調査に係る調査員報酬を支払うもの
　調査基準日：令和5年11月1日
　調査客体数：102件

197

県
196
町
1

合計 197

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　２０２３年漁業センサス本調査の客体数が確定したことによる報酬の増額。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 210 事業名 商工業の振興 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 商工係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり ④地産地消の促進により地域の中で経済がわわる仕組みづくり

重点項目 次世代につなげる産業と「食」が広げる新たな魅力づくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

30,709 2,953 617 2,336

補正後 33,662 0 927 10,500 1,300 20,935

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
下伊勢大型共同
作業場倉庫解体
等設計委託料

　下伊勢大型共同作業所敷地内にある倉庫が老朽化により倒壊の
危険性がある。今後も使用する予定がないため解体し、跡地を公
共的通路として整備するための設計を委託するもの。

●倉庫64㎡　整備範囲 約140㎡　
●今後のスケジュール
　令和5年度・・・倉庫解体等整備にかかる設計、分筆登記
　令和6年度・・・整備工事

●倉庫解体等整備設計委託料　
　　　　　　　　1,465千円

●分筆登記手数料　254千円
1,719 単町

合計 2,953

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　下伊勢大型作業場敷地の倉庫解体及び跡地整備設計委託料。
　令和4年度燃油高騰対策特別金融支援事業補助金を融資実績に伴い増額する。

令和4年度燃油
高騰対策特別金
融支援事業補助
金

●交付金概要
　エネルギー・原材料価格高騰に起因する令和4年度の融資に係る
利子補給を3年間行うもの。（融資申込期間：R4.4.1～R5.3.31)

●補正理由
　令和4年度の融資借入が確定したことによる増額（5件分の増）
　借入見込み4件　→　実績9件

●補正額
　1,234千円
　1,856千円（歳出見込額）－622千円（現計予算）

1,234
県 617
町 617

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

倉庫
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 215 事業名 観光振興事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 観光費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり ⑨グルメ×アウトドアによるコトウラニューツーリズム

重点項目 次世代につなげる産業と「食」が広げる新たな魅力づくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

15,076 1,243 1,243

補正後 16,319 1,516 14,803

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
海岸線ステンレ
ス・護岸看板修
繕工事

●概要
　・平成25年に設置した海岸線ｽﾃﾝﾚｽ・護岸看板の修繕経費。
　　①ステンレス　4箇所：シート剥がし・加工・シート貼り　
　　②護岸　3箇所　　　：新規プレート製作
●スケジュール
　　10月　各種手続き・契約
　　11月　施工
     1月　完成

990 単町

【新】
観光看板修繕料

●概要
　・台風6号（R5.8.10）の突風に伴い倒壊した看板の修繕料
　　（八橋地区諏訪神社前）

253 単町

合計 1,243

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　海岸線のステンレス・護岸看板の劣化及び台風6号の突風被害に伴う倒壊した看板の修繕。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

●護岸

　→劣化

●ｽﾃﾝﾚｽ

　→剥がれ

▼海岸線ステンレス・護岸看板修繕工事 観光看板修繕料▼
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1079 事業名 道の駅琴の浦管理運営事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 観光費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり ⑧道の駅を核とした周遊促進と観光消費の拡大

重点項目 次世代につなげる産業と「食」が広げる新たな魅力づくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

6,164 915 914 1

雑入
物産館ことうら指定管理者
利益還元納付金：令和4年度分
914千円

補正後 7,079 914 6,165

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
物産館ことう
ら運営基金積
立金

●概要
・物産館ことうら指定管理者基本協定書第24条（納付金）におい
て、株式会社ことうら（指定管理者）は各年度の最終利益が200
万円を超えた場合は、200万円を超えた金額の利益の10％を琴浦
町に納付することとなっている。

・今回、令和4年度の納付金を物産館ことうら運営基金に積み立
てを行い、今後の施設修繕等の備えるもの。

【根拠】物産館ことうら指定管理者基本協定書第24条（納付金）

●算出根拠
・物産館ことうら運営基金積立金
　（物産館ことうら指定管理者利益還元納付金：令和4年度分）
　＠（最終利益11,394,676円-補助金等252,000円-2,000,000円）
　　　×10％=914,267円

●流れ
　①一般会計　雑入
　　（物産館ことうら指定管理者利益還元納付金:令和4年度分）
　↓
　②一般会計　物産館ことうら運営基金積立金
　↓
　③物産館ことうら運営基金（今後の修繕等に備える）

915
その他
914

合計 915

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　琴浦町が物産館ことうらの指定管理者である株式会社ことうらから令和4年度分の利益還元納付金を受け、
今後の修繕等に備えるため物産館ことうら運営基金に積み立てるもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 415 事業名 日韓友好交流公園管理運営 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 商工係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 地域振興費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり 　　　　　　　　　　―

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

2,721 205 205

補正後 2,926 2,926

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

日韓友好交流
公園整備手数
料

●概要
　日韓友好交流公園における桜の枝打ち・樹木の病気対策等が必
要となったため、整備手数料を追加で計上するもの。

205 単町

合計 205

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　日韓友好交流公園における整備の追加によるもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1258 事業名 課税事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 税務課 担当係 課税係
予算区分 款 総務費 項 徴税費 目 賦課徴収費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり 　　　　　　　　　　―
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

13,923 4,356 0 0 0 0 4,356

補正後 18,279 0 0 0 0 18,279

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】地方税共
通納税システム
対象税目拡大に
伴うシステム改
修業務

令和６年度における地方税共通納税システム対象税目拡大に伴う
システム改修を行う。住民税（普徴）国民健康保険税
 改修業務委託料　4,356千円　

4,356 単町

合計 4,356

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　令和６年度における地方税共通納税システム対象税目拡大に伴うシステム改修に対応するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
住宅新築資金等貸付事業特別会計 

事業番号 469 事業名 住宅新築資金等貸付事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 税務課 担当係 徴収係
予算区分 款 資金貸付事業費 項 資金貸付事業費 目

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

1号補正
9月定例

8,460 △ 394 0 0 △ 394 0 0 前年度繰越金　△394千円

補正後 8,066 0 260 7,806 0 0
償還金　　　　3,933千円
前年度繰越金　3,873千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一般会計繰出金
前年度繰越金の確定に伴う減額
　一般会計借入金返済に充てるもの
　　令和４年度末借入金残高17,590千円

△ 197
前年度
繰越金

予備費
前年度繰越金の確定に伴う減額
　事務調整として

△ 197
前年度
繰越金

合計 △ 394

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 前年度繰越金確定に伴い、歳入歳出を減額補正するもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 183 事業名 県営ほ場整備幹線道路等事業費及び利子補給事業債務負担事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農地費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

15,556 29,563 29,563

補正後 45,119 45,119

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

土地改良事業地
元負担軽減補助
金

補助金　増額：29,563千円

繰上償還を行うため、土地改良事業地元負担軽減補助金を増額す
る。

事業主体：東伯町土地改良区
　加勢蛇東地区（幹線道路分）平成12年度事業
　　832,529円
　加勢蛇西地区（事業分）平成13年度事業
　　703,154円
　加勢蛇東地区（幹線道路分）平成13年度事業
　　1,504,736円
　加勢蛇西地区（事業分）平成13年度事業
　　1,016,766円
　加勢蛇西地区（繰越事業分）平成13年度事業
　　1,665,740円
　加勢蛇西地区（事業分）平成14年度事業
　　1,763,574円
　加勢蛇西地区（繰越事業分）平成14年度事業
　　2,941,707円
　加勢蛇西地区（事業分）平成15年度事業
　　4,477,034円
　加勢蛇西地区（事業分）平成16年度事業
　　6,741,279円
　加勢蛇西地区（事業分）平成17年度事業
　　7,915,573円

29,563 単町

合計 29,563

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
 すべての償還の繰上げを行うことで将来の利子負担を削減し、財政負担の軽減を図る。また、東伯町土地改良
区と琴浦町の双方の事務負担削減を行う。

補正の内容

7－1－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 184 事業名 土地改良事業の推進 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農地費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

94,989 △ 1,475 △ 1,475 船上山発電所管理特別会計繰入金

補正後 93,514 30,000 14,139 15,700 33,675

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

東伯地区土地改
良区連合運営補
助金

　船上山発電所管理特別会計決算に伴い、東伯地区土地改良区運
営補助金を減額する。
　〇負担金、補助及び交付金　　△1,475千円
　　（支出見込額5,059千円－予算現額6,534千円）
【歳入】船上山発電所管理特別会計繰入金　　△1,475千円
　　　　（歳入見込額5,059千円－予算現額6,534千円）

△ 1,475

船上山発
電所管理
特別会計
繰入金

合計 △ 1,475

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　令和４年度船上山発電所管理特別会計決算に伴い繰入金額が減少したため、東伯地区土地改良区連合運営補
助金を減額するもの。

補正の内容

7－1－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1413 事業名 農地中間管理機構関連農地整備事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農地費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり ③農地・農業用施設の保全活動の推進
重点項目 次世代につなげる産業と「食」が広げる新たな魅力づくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

4,887 1,537 0 0 0 1,400 137 公共事業等債

補正後 6,424 0 1,251 0 4,600 573

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

県営農地集積加
速化農地整備事
業（森藤・平和
地区）負担金

ICT施工費
　事業費：増額　1,537,000円

工事主体：県
請負業者：㈱ヘイセイ
増額理由：本工事は鳥取県が定めた「鳥取県県土整備部建設分野ＩＣ
Ｔ活用等推進方針」に基づいた受注者希望型ICT活用工事であり、契
約後において受注者からICTを活用する提案があれば、受け入れるこ
ととなっている。
　ICT活用工事は、情報通信技術を用いて、3次元測量によるデータを
活用し、自動制御機械で作業を行う工法となり、施工効率の向上、作
業員の安全確保、高品質の担保及び環境負荷の低減を実現するメリッ
トがある一方、３次元設計データの取扱やICT建設機械等の特殊な機
械が必要なため、従来工法と比較して高額となる。
　今回は、ICT活用工事への変更に伴う県事業費の増額に合わせて町
の負担金を増額するもの。

負担割合：国62.5％、県27.5％、町10％、地元0％

1,537
町債:1,400
町：137

合計 1,537

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 計画の変更により、予算が不足しているため。

補正の内容

7－1－3



令和 年度 事業説明書 船上山発電所

１　基本情報

1 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
管理特別会計

事業番号 1244 事業名 船上山小水力発電所施設管理運営事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係
予算区分 款 電気事業費用 項 営業費用 目 水力発電費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ③再生可能エネルギーの利活用による脱炭素社会への転換

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

1号補正
9月定例

21,961 △ 1,475 △ 1,475 0 前年度繰越金

補正後 20,486 20,486 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一般会計繰出金
（土地改良負担
軽減補助金）

　決算に伴う前年度繰越金の減額のため、一般会計繰出金（土地
改良負担軽減補助金）を減額する。
　○繰出額△1,475千円（当初6,534千円 → 変更後5,059千円）
　　⇒ 操出先：船上山発電所管理特別会計繰入金
　　⇒ 充当先：土地改良事業の推進
【歳入】前年度繰越金　　△1,475千円
　　　　（当初6,534千円 → 変更後5,059千円）

△ 1,475
前年度
繰越金

合計 △ 1,475

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　令和４年度決算に伴い前年度繰越金が減額となったため、一般会計繰出金（土地改良負担軽減補助金）を減
額する。

補正の内容

7－2－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 7

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 85 事業名 特別医療費助成事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 特別医療費助成事業費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

118,160 561 280 281

補正後 118,721 52,053 14,567 22,100 30,001

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

特別医療費（小
児）助成事業

　小児（18歳の年度末まで）医療費の完全無償化実施に伴い、受
給資格者の管理等に係る特別医療システムの改修及び受給資格証
の更新事務を行う。

　　■対象者数見込：2,500人
　　■事務実施時期：令和5年11月～令和6年3月　
　　■経費　　　　　　　　　　　　　
　　  ・特別医療システム改修委託料　　281千円
　　  ・通信運搬費（郵送代）　　　　　210千円
　　  ・印刷製本費（受給資格証台紙） 　60千円
　　  ・消耗品費（封かん機用のり等）　 10千円　

561
県1/2
町1/2

合計 561

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
　令和6年4月1日から小児医療費の無償化を実施することに伴い、整備にかかる所要の事務費を計上するも
の。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 10

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
会計

事業番号 86 事業名 介護保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 介護保険事業

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

370,933 27,245 21,000 6,222 23

補正後 398,178 32,210 50,468 1 315,499

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

介護保険特別会
計への繰出

繰出金　23千円
地域包括支援センター運営費（研修費、システムライセンス料）の増
額

23 単町

生活困難者利用
者負担軽減補助
金

町が認定した生活困難者に対し介護サービス利用者負担軽減を行った
社会福祉法人に軽減額の一部を補助する。
　新規申請（2人）に伴う増額
　40千円（見込額）－10千円（当初予算）＝30千円

30
県3/4
町1/4

地域介護・福祉
空間整備等施設
整備交付金

町内のグループホーム設置事業者から整備要望のあった、施設整備交
付金について、国からの交付金内示があったため、予算計上するも
の。

　認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業
　（非常用自家発電設備の整備）
　申請額7,000千円×3事業所＝21,000千円

21,000 国10/10

地域医療介護総
合確保基金事業
補助金

町内事業者が小規模多機能居宅介護事業所（地域密着型サービス）
を、令和6年4月（予定）から開設するにあたり、施設整備等に係る費
用を補助するもの。
※小規模多機能型居宅介護とは、デイサービスを中心として、訪問介
護やショートステイを組み合わせた居住系のサービスで、町民のみが
利用可能な地域密着型の介護サービス。

助成制度の単価改定に伴い増額
　44,826千円（改定後）－38,634千円（当初予算）＝6,192千円　

6,192 県10/10

合計 27,245

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
　介護保険特別会計への繰出、生活困難者利用者負担軽減補助金、地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金、
地域医療介護総合確保基金事業補助金の増額補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

8-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1171 事業名 未熟児養育医療費給付事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 予防費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

388 102 21 16 65

その他：自己負担分
国負担分42千円（1/2）については、翌年
度精算のため、増額に伴う現年度歳入はな
し

補正後 490 169 105 64 0 152

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

扶助費

当初では、対象者を1名として予算計上していたが、対象者が増加
したため増額補正を行うもの。
・医療費　　　88,000円
・入院食事代　14,000円

102
県21

その他16

合計 102

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　対象者の増により給付費の増額補正を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1256 事業名 健康寿命延伸事業（地方創生） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 健康推進係
予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 健康づくり推進事業費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ③地域で取り組む町民一人ひとりの健康づくりと介護予防

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

912 1,650 1,600 50
ふるさと未来夢基金繰入金
1,600千円

補正後 2,562 2,200 362

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

補聴器購入費
補助事業

７月健診時に実施した聴覚検査では、60～70代の約25％（20人）
に「所見あり」の傾向が見られた。今後の健診においても、同様
の傾向であった場合、対象者数の増加が見込まれるため、予算の
増額を行うもの。

　内訳）補助金　30千円×55件＝1,650千円

1,650
町　50
基金1,600

合計 1,650

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　対象者の増加が見込まれるため、補助金の増額補正を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-1-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

209

5
一般会計

事業番号 1169 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係・健康推進係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ③地域で取り組む町民一人ひとりの健康づくりと介護予防

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

170 27,585 27,585

補正後 27,755 27,755

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

いきいき高齢者クラブ活動支援事業返納金（令和４年度分） 217

国・低所得者保険料軽減負担金返納金（令和４年度分）139,000円
県・低所得者保険料軽減負担金返納金（令和４年度分） 70,000円

鳥取県健康増進事業費補助金返納金（令和４年度分） 11

感染症予防事業費国庫負担金（風しん対策）（令和４年度分） 300

障害者医療費国庫負担金返納金（令和４年度分）
障害者医療費県負担金返納金（令和４年度分）

5,650

鳥取県自立支援医療費（育成医療）負担金返納金（令和４年度分） 126

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金返還金 1,357

新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金返還金 19,715

合計 27,585

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　令和4年度の事業実績に伴い、各種事業の国県返納金を計上するもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

国・県への
返納金

8-1-5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
会計

事業番号 事業名 介護保険特別会計 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 項 目

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

2号補正
9月定例

2,213,664 56,257 46 37 56,174 0 その他：町繰入金23、繰越金56,151

補正後 2,269,921 574,705 307,962 1,387,254 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

包括支援セン
ター運営費
（事業789）

介護支援専門員資格更新研修費、ケアプランデータ連携システムライ
センス料の増額

134

国46
県37
町23

基金28

介護給付費準備
基金
（事業511）

介護給付費準備基金積立金 32,529
繰越金
32,529

保険料還付金
（事業515）

介護保険料返納金（令和４年度分）
　R4実績669,000円-250,000円＝419,000円

419
繰越金
419

償還金
（事業659）

償還金合計21,007,570円-1,000円（当初予算）＝21,006,570円
　令和４年度分
　　・介護給付費(国)5,044,628円
　　・介護給付費(県)7,873,836円
　　・介護給付費（基金）2,997,135円
　　・地域支援事業(基金)409,856円
　　・地域支援事業交付金(国)2,965,785円
　　・地域支援事業交付金(県)1,716,330円

21,007
繰越金
21,007

繰出金
（事業517）

一般会計に返還（令和４年度分）
　2,196,099円-1,000円（当初）＝2,195,099円

2,196
繰越金
2,196

予備費
（事業518）

包括支援センター運営費の増額に伴う調整 △ 28
基金
△28

合計 56,257

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　包括支援センター運営費の増額、令和4年度の事業実績に伴い償還金等の補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

8-3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
後期高齢者医療特別会計

事業番号 事業名 後期高齢者医療保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

1号補正
9月定例

257,228 895 895

補正後 258,123 73,933 184,190

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

予備費 令和４年度繰越額の確定による調整 895
繰越金
895

合計 895

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　令和４年度の事業実績に伴い補正を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-4-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 11

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【助成額】 １世帯あたり34千円

【対象世帯】 家計急変世帯　50世帯

【事業費】

扶助費 17,000円×２回×50世帯＝1,700千円

通信運搬費 84円×50世帯＝５千円

支給要件（以下の条件をすべて満たす世帯）
■令和５年１月以降に予期せず収入が減少し、世帯全員が住民税非課税相当の収入となった世帯

■令和５年度に実施した給付金を受給していない世帯
令和５年度に実施した給付金

※　鳥取県物価高騰に係る生活困窮世帯支援事業補助金を活用

5
一般会計

事業番号 1598 事業名 生活困窮世帯等光熱費助成事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 生活支援係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 新型コロナウイルス感染症対策費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ①誰一人取り残さない地域内での福祉の充実

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

５号補正
９月定例

29,099 1,705 0 850 0 0 855

補正後 30,804 0 15,300 0 0 15,504

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 1,705

給付金名称 金額 実施時期

子育て世帯生活支援特別給付金 子ども１人あたり５万円 令和５年５月～
生活困窮世帯等光熱費助成金 １世帯17千円 令和５年６月～
価格高騰重点支援事業給付金 １世帯３万円 令和５年７月～

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　昨今の物価高騰を受けて、生活に深刻な影響を受ける生活困窮世帯等（令和５年度に実施した給付金が対象外
かつ家計が急変した世帯）に対し、生活支援を行うもの。

生活困窮
世帯等光
熱水費助
成事業

1,705

県1/2
(扶助費の
み補助対

象)

　「予期せず収入が減少」したことには、定年退職による収入の減少や、年金が支給されな
い月や事業活動に季節性があるもの等通常収入が得られない月の収入等、当該月に収入がな
いことがあらかじめ明らかであるものは該当しない。

　「住民税非課税相当の収入」とは、令和５年１月以降の任意の３ヵ月の収入に４を乗じた
金額が住民税非課税と同等の収入とする。

これまでの
取組状況や
改善点等

　令和５年７月に実施した価格高騰重点支援事業給付金において、給付金の対象とならない課税世帯から問い合
わせがあったため、生活困窮世帯等光熱費助成事業（34千円）を実施する。

令和５年度
・子育て世帯生活支援特別給付金（国事業・5万円）382人
・生活困窮世帯等光熱費助成金（17千円）1,651世帯
・価格高騰重点支援事業給付金（国事業・30千円）1,741世帯
令和４年度
・低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（国事業・5万円）377人
・住民税非課税世帯臨時特別給付金(国事業・10万円）301世帯
・生活困窮世帯等光熱費助成事業（7千円）1,606世帯
・物価高騰緊急支援給付金（国事業・5万円）1,454世帯
・エネルギー価格高騰光熱費助成事業（14千円）129世帯

補正の内容

9 - 1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 573 事業名 障がい者福祉費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 障がい福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 障がい者福祉費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ①誰一人取り残さない地域内での福祉の充実
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

20,464 688 0 343 345

補正後 21,152 8,743 3,201 0 0 9,208

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

重度障がい児者
支援事業補助金

社協ふれあい事業所　１人　2,900円×237日 688
県1/2
町1/2

合計 688

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　重度障がい児者支援事業補助金の対象者を当初１人分で見込んでいたが、対象者２名分となったことに伴い
増額するもの

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

9 - 2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 4 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【委託料】　2,409千円

 生活扶助基準額見直しに伴うシステム改修業務委託料  1,320千円

 被保護者調査項目追加対応システム改修業務委託料　　1,089千円

○生活扶助基準額見直しに伴うシステム改修業務

　令和５年10月以降の生活扶助（居宅）基準額算出方法変更に伴う改修

　当面２年間（令和５～６年度）の臨時的・特例的な対応として下記①、②を行う。 

①　令和５年10月以降の生活扶助基準額表に基づき、保護費を算定し、特例加算として世帯人員　

　　一人当たり月額1,000円を加算する。（救護施設等入所者、入院患者、介護施設入所者含む）

②　一人月額1,000円の加算を行っても現行の基準額から減額となる世帯は現行の基準額を保障する。

○被保護者調査項目追加対応システム改修業務

　令和６年度より生活保護における被保護者調査に関する調査項目の追加に伴うシステム改修

①　申請件数等に関する追加（調査項目の追加）

②　保護廃止の理由の区分追加（調査項目の追加）

③　医療扶助関連（年次調査（基礎調査）へ移行）

④　学習支援費（調査項目の追加）

5
一般会計

事業番号 1249 事業名 自立相談支援事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 生活支援係
予算区分 款 民生費 項 生活困窮者自立支援費 目 生活困窮者自立支援費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ①誰一人取り残さない地域内での福祉の充実
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

５号補正
９月定例

6,341 2,409 1,204 0 0 0 1,205

補正後 8,750 5,936 0 0 0 2,814

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 2,409

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
令和５年10月の生活扶助基準額見直しに伴うシステム改修業務委託料、令和６年度からの被保護者調査項目追加
対応システム改修業務委託料を計上するもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

当初予算に計上できなかったため。（業務効率化事業通知が令和5年4月21日に届いた。）

補正の内容

【新】
業務効率
化事業
（生活保
護基幹シ
ステム等
の改修
分）

2,409 国1/2

9 - 3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 661 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 生活支援係、障がい福祉係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ①誰一人取り残さない地域内での福祉の充実
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

５号補正
９月定例

0 44,401 0 0 0 0 44,401

補正後 44,401 0 0 0 0 44,401

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

令和４年度自立支援給付費国
庫負担金

返還金20,048,515円
【受入額262,578,250円－所要額242,529,735円】

20,049 単町

令和４年度特別障がい者等手
当国庫負担金

返還金81,900円
【受入額7,663,440円－所要額7,581,540円】

82 単町

令和４年度自立相談支援事業
費国庫負担金

返還金672,371円
【受入額2,775,180円－所要額2,102,809円】

673 単町

令和４年度障がい児通所給付
費等国庫負担金

返還金5,177,449円
【受入額13,322,000円－所要額8,144,551円】

5,178 単町

令和４年度障がい児施設医療
費国庫負担金

返還金26,040円
【受入額30,000円－所要額3,960円】

27 単町

令和４年度障がい者総合支援
事業費国庫補助金

返還金132,000円
【受入額577,000円－所要額445,000円】

132 単町

令和４年度母子家庭等対策総
合支援事業費国庫補助金

返還金332,600円
【受入額732,600円－所要額400,000円】

333 単町

令和４年度新型コロナウイルス
感染症セーフティネット強化交
付金

返還金2,424,000円
【受入額22,675,000円－所要額20,251,000円】

2,424 単町

令和４年度生活困窮者就労準
備支援事業費等国庫補助金

返還金51,000円
【受入額5,485,000円－所要額5,434,000円】

51 単町

令和４年度自立支援給付費県
負担金

返還金10,024,259円
【受入額131,289,125円－所要額121,264,866円】

10,025 単町

令和４年度障がい児通所給付
費等県負担金

返還金2,588,725円
【受入額6,661,000円－所要額4,072,275円】

2,589 単町

令和４年度障がい児施設医療
費県負担金

返還金13,020円
【受入額15,000円－所要額1,980円】

14 単町

令和４年度地域生活支援事業
費県補助金

返還金787,000円
【受入額4,511,000円－所要額3,724,000円】

787 単町

令和４年度重度訪問介護等の
利用促進に係る市町村支援事
業補助金

返還金1,706,000円
【受入額33,209,000円－所要額31,503,000円】

1,706 単町

令和４年度生活保護費等国庫
負担金（介護扶助）

返還金330,506円
【受入額7,870,442円－所要額7,539,936円】

331 単町

合計 44,401

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
令和４年度の国県支出金（補助金・負担金・交付金）が法定負担割合よりも過大交付となったため、返還するも
の。 

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

9 - 4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 374･375 事業名 ことうらこども園・ふなのえこども園 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所運営費

①新しいひとの流れをつくりだす共生のまちづくり ⑥子どもを産み育てやすい環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

24,870 110 0 0 0 0 110

補正後 24,980 260 0 9,067 0 15,653

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

事業番号：374
ことうらこども園
　手数料

　ことうらこども園給食用食材配達手数料

　①町外店舗からの配達（R5.9月～10月）
　　　＠550円/日× 41日 ＝ 22,550円
　②町内店舗からの配達（R5.11月～R6.3月）
　　　＠330円/日× 98日 ＝ 32,340円
　　合計（①＋②）54,890円

55 単町

事業番号：375
ふなのえこども園
　手数料

　ふなのえこども園給食用食材配達手数料

　①町外店舗からの配達（R5.9月～10月）
　　　＠550円/日× 41日 ＝ 22,550円
　②町内店舗からの配達（R5.11月～R6.3月）
　　　＠330円/日× 98日 ＝ 32,340円
　　合計（①＋②）54,890円

55 単町

合計 110

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　こども園給食用食材の仕入れ先変更に伴い、新たに配達手数料が生じるため、必要な経費の増額補正を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

10－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

5
一般会計

事業番号 1365 事業名 国県支出金返納金 事業区分 ■新規 □継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係、子育て世代包括支援センター

予算区分 款 諸支出 項 諸費 目 国県支出金返納金
①新しいひとの流れをつくりだす共生のまちづくり ⑥子どもを産み育てやすい環境づくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

２　補正後の事業費等

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

0 1,312 0 0 0 0 1,312

補正後 1,312 0 0 0 0 1,312

３　事業の概要

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

令和４年度保育
対策総合支援事
業費補助金返納
金

　受入済額　　1,658千円
　所要額　　　1,577千円
　返納金額　 　　81千円

81 単町

令和４年度子ど
も・子育て支援
交付金返納金
（国分）

　受入済額　　15,425千円
　所要額　　　14,891千円
　返納金額　 　　534千円

534 単町

令和４年度子ど
も・子育て支援
交付金返納金
（県分）

　受入済額　　23,185千円
　所要額　　　22,651千円
　返納金額　 　　534千円

534 単町

令和４年度小児
慢性特定疾病児
童日常生活用具
給付事業費補助
金返納金

　受入済額　　22千円
　所要額　　　 0千円
　返納金額　　22千円

22 単町

令和４年度母子
保健衛生費国庫
補助金返納金

　受入済額　　754千円
　所要額　　　613千円
　返納金額　　141千円

141 単町

合計 1,312

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　令和４年度の国県補助金等の額確定に伴う返納金。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 222 事業名 土木総務事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 土木管理費 目 土木総務費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

2,470 △ 101 0 0 0 0 △ 101

補正後 2,369 0 0 0 0 2,369

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

公用車管理
公用車（箱バン）1台について、10月～3月までの6カ月間災害復旧
事業に使用するものとし、そのリース料を本事業より減額する。
　16,940円×6ヶ月＝101,640円　→　101千円減

△ 101 単町

合計 △ 101

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
災害復旧事業の施行に伴い必要となる公用車について、そのリース費用の予算組替を行う。
本事業については101千円の減額。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 228 事業名 町道等改良整備事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 道路橋梁費 目 道路新設改良費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

291,326 8,862 4,599 0 0 4,200 63
過疎債ﾊｰﾄﾞ　3,700千円
辺地債　500千円

補正後 300,188 168,608 3,810 0 113,400 14,370

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

町道野井倉市内
線道路改良工事

本路線は法面に岩塊が多く露出しており、平時より落石や斜面崩
壊が発生し、安全な通行に支障をきたしている。ついては、事業
の進捗促進を図るため、道路改良（法面対策）工事費の増額を行
う。
・工事請負費（2工区）　増額　8,362千円　（国庫補助率55%） 
　　　　　　　　（27,359千円　→　35,721千円）

8,362 

国費
4,599
起債
3,700
単町
63

山村代行負担金

町道立子大熊線大山橋架替に伴う負担金として県事業執行額の5%
を負担しているが、事業の進捗促進を図るため、県の事業費増額
に合わせ、負担金の増額を行う。（工事内容：旧橋撤去）
・県事業執行額増額10,000千円　×5%　＝　500千円
　　　　　　　　　　　　　　（2,000千円　→　2,500千円）

500
起債
500

合計 8,862

町道野井倉市内線の状況（【左】着工前、【右】現在の工事進捗状況）

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

事業の進捗促進を図るため、道路改良（法面対策）工事費の増額を行う。増額分は除雪対策事業から組替。
工事請負費　増額　8,362千円
県の事業費増額（工事内容：旧橋撤去）に合わせ、負担金の増額を行う。
負担金　増額　500千円

補正の内容
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大山橋の状況（【左奥】旧橋、【中央】新橋）

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 2 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 787 事業名 除雪対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 道路橋梁費 目 除雪対策費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

56,824 △ 6,900 △ 4,600 0 0 △ 2,300 0 過疎債ﾊｰﾄﾞ　△2,300千円

補正後 49,924 15,400 1,280 0 7,700 25,544

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

除雪車購入
落札結果に基づき備品購入費の減額を行う。
減額　6,900千円　（国庫補助率2/3）
（30,000千円　→　23,100千円）

△ 6,900

国費
△4,600
起債

△2,300

合計 △ 6,900

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 除雪車購入業務の契約実績に基づき、予算の減額を行う。減額分を町道等改良整備事業に組替。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 5 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 237 事業名 住宅管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 住宅係
予算区分 款 土木費 項 住宅費 目 住宅管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 若者の定住・UIJターンへの足掛かりとなる「住まい」と「しごと」の環境整備

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

91,269 11,576 4,587 0 0 △ 34,000 40,989

補正後 102,845 38,724 798 20,334 0 42,989

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一里松第1、第4
団地屋根修繕
工事

一里松団地屋根修繕工事の事業費、事業内容の精査により、監理
委託費及び工事費を増額する。
・設計監理委託料　　増額 　 620千円　（国庫補助率50%）
     　　　　   （ 6,513千円　→　 7,133千円）
・工事請負費　　　　増額　9,027千円　（国庫補助率50%）
       　　　　 （51,000千円　→　60,027千円）

9,647

国費
4,823
起債

△28,700
単町
33,524

浦安団地集会所
屋根修繕工事

浦安団地集会所屋根修繕工事の事業費、事業内容の精査により、
監理委託費及び工事費を増額する。
・設計監理委託料　　増額　　177千円　（国庫補助率50%）
      　　　    （ 1,028千円　→ 　1,205千円）
・工事請負費　　　　増額　1,752千円　（国庫補助率50%）
      　　　    （ 7,334千円　→ 　9,086千円）

1,929

国費
964
起債

△4,100
単町
5,065

改良住宅成美団
地解体工事設計
委託料

成美団地解体に係る設計委託について、財源として国の交付金を
見込んでいたが本事業は対象外であったため、財源内訳の見直し
を行う。
・設計委託料　　　2,400千円

0

国費
△1,200
起債

△1,200
単町
2,400

合計 11,576

一里松団地　屋根の劣化、破損状況

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

一里松第1、第4団地及び浦安団地集会所屋根修繕工事の設計委託業務による工事費等の精査により、アスベスト
の撤去にかかる仮設防護費用等の増額を行う。
成美団地解体に係る設計委託について、財源として国の交付金を見込んでいたが本事業は対象外であったため、
財源内訳の見直しを行う。

補正の内容
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浦安団地集会所　屋根の劣化、破損状況

これまでの
取組状況や
改善点等

11-6



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 5 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1235 事業名 空き家対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 住宅係
予算区分 款 土木費 項 住宅費 目 住宅管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ②空き家の適正管理の指導と除却支援
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

41,168 1,296 647 2,938 0 0 △ 2,289

補正後 42,464 12,190 7,622 10,000 2,000 10,652

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

危険空家行政代
執行（下市）

工事設計委託料　819千円増 （1,200千円　→　2,019千円）
工事監理委託料　133千円増 （  500千円　→　  633千円）
　設計業務起工に伴い事業費の精査により、設計及び工事監理委
  託料を増額する。また、当初予算では、設計監理費は県の補助
　対象外であったが、この度、補助対象となったため財源内訳の
　見直しを行う。

952

国費
475
県費
408
単町
69

危険空家略式代
執行（八橋）

工事設計委託料　472千円増 （1,800千円　→　2,272千円）
工事監理委託料　128千円減 （  850千円　→　  722千円）
　設計業務起工に伴い事業費の精査により、設計委託料を増額
　し、工事監理委託料を減額する。また、当初予算では、設計監
　理費は県の補助対象外であったが、この度、補助対象となった
　ため財源内訳の見直しを行う。

344

国費
172
県費
430
単町
△258

空家除却補助金
危険空家以外の空家除却について、県の補助対象となったため、
財源内訳の見直しを行う。
　県費　150千円（補助金上限）×1/2×28件　＝　2,100千円

0

県費
2,100
単町

△2,100

合計 1,296

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

危険空家の略式代執行と行政代執行に係る設計業務起工に伴い、事業費の精査による設計及び工事監理委託料の
増額と財源内訳の見直しを行う。
危険空家以外の除却における補助金に係る財源として、県支出金が見込まれるため、財源内訳の見直しを行う。

行政代執行
危険空家（下市）

略式代執行
危険空家（八橋）

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

10 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 673 事業名 公共土木施設災害復旧工事 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 災害復旧費 項 公共土木施設災害復旧費 目 公共土木施設災害復旧費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

18,067 20,300 13,340 0 0 6,900 60 災害復旧事業債　6,900千円

補正後 38,367 13,340 0 0 6,900 18,127

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

町道釛上野線災
害復旧事業

〇本復旧工事費（被災箇所：2箇所）　17,000千円
　箇所①14,000千円　　L=17.0m　H=10.0m
　箇所② 3,000千円　　L= 5.0m　H= 7.0m

〇電柱移転補償費（災害復旧工事の支障となる電柱、電線の移
転）　3,000千円
　箇所① 1,000千円
　箇所② 2,000千円

〇消耗品費　198千円
　図面用紙、トナー、図面袋、ファイル等の事務用品【工事雑
費】

〇借上料　102千円
　公用車（箱バン）リース料【工事雑費】
　1台16,940円×6ヶ月＝101,640円

20,300

国費
13,340
起債
6,900
単町
60

合計 20,300

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 7月13日の豪雨にかかる災害復旧費について予算計上を行い、公共土木施設（町道釛上野線）の復旧を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

7月13日の豪雨で被災した町道釛上野線（法面崩壊2箇所）

箇所① 箇所②
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1613 事業名 水道安定供給事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 衛生費 項 上水道費 目 上水道費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

12,560 △ 200 0 0 0 0 △ 200

補正後 12,360 0 0 2,400 8,000 1,960

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

水道事業繰出金 人事異動による減額（児童手当分） △ 200
一般財源
△200

合計 △ 200

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 ・人事異動による水道事業繰出金の減額

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

12-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7・5 4・1 2・7

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 639・641 事業名 公共下水道事業繰出金・農業集落排水事業繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 土木費・農林水産業費 項 都市計画費・農業費 目 公共下水道事業事業費・農業集落排水事業費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

624,109 1,205 0 0 0 0 1,205

補正後 625,314 0 0 0 0 625,314

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

公共下水道事業
繰出金

【下水道事業会計繰出金(下水・基準内)】
・[公共] 35千円(元金及び利子)
　　　　 550千円(料金改定に向けたシステム改修による増額)
・[特環] 35千円(元金及び利子)
　　　　 550千円(料金改定に向けたシステム改修による増額)

1,170 単町

農業集落排水事
業繰出金

【下水道事業会計繰出金(農集・基準内)】
・[農集] 35千円(元金及び利子)

35 単町

合計 1,205

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

【5号補正】
・令和4年度借入公営企業会計適用債元利償還金額確定及び下水道使用料の算定方法変更に伴う料金システム
改修による増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 - -

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
水道事業会計

事業番号 - 事業名 水道事業（水道事業費用） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 水道事業費用 項 - 目 -

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

2号補正
9月定例

289,569 859 0 0 △ 200 0 1,059 町負担金　△200千円

補正後 290,428 0 0 6,520 0 283,908

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

配水及び給水費
・人件費
　給料、手当等　　　　859千円

859

町
△200

一般財源
1,059

合計 859

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 ・人事異動による人件費の増額

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

12-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 - -

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
水道事業会計

事業番号 - 事業名 水道事業（資本的支出） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 資本的支出 項 - 目 -

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

2号補正
9月定例

305,521 1,268 0 0 400 0 868 町負担金　400千円

補正後 306,789 0 0 400 150,200 156,189

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

上水道配水管
布設替工事

町道道路改良工事（赤碕駅前）に伴い、布設替工事を行う。 1,268

町
400

一般財源
868

合計 1,268

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 ・町道道路改良工事（赤碕駅前）に伴い、布設替工事を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

12-2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 - -

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
下水道事業会計

事業番号 - 事業名 下水道事業(下水道事業費用) 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 下水道事業費用 項 - 目 -

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

3号補正
9月定例

929,439 1,305 0 0 0 0 1,305

補正後 930,744 0 0 0 0 930,744

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

支払利息及び
企業債取扱諸費

【企業債利息】
[公共]△5千円(利子)
[特環]△5千円(利子)
[農集]△5千円(利子)

△ 15
繰入金
△ 15

総　係　費

【委託料】
一般家庭の下水道使用料の算定方法変更(人数制から水量制)に向
けた、料金システム改修による増額
[公共]660千円
[特環]660千円

1,320

繰入金
1,100

一般財源
220

合計 1,305

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

【3号補正】
・令和4年度借入公営企業会計適用債利子償還金額確定に伴う減額及び下水道使用料の算定方法変更に伴う料
金システム改修による増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 - -

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
下水道事業会計

事業番号 - 事業名 下水道事業(資本的支出) 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 資本的支出 項 - 目 -

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

3号補正
9月定例

644,480 120 0 0 0 0 120

補正後 644,600 41,150 0 0 66,800 536,650

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

企業債償還金

【その他の企業債償還金】
[公共]40千円(元金)
[特環]40千円(元金)
[農集]40千円(元金)

120 繰入金

合計 120

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
【3号補正】
・令和4年度借入公営企業会計適用債元金償還額確定に伴う増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-3-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 256、277 事業名 小学校管理費・中学校管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係 総務係
予算区分 款 教育費 項 小学校費・中学校費 目 学校管理費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ②子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

129,963 6,041 6,041

補正後 136,004 15,326 5,088 71,000 44,590

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

赤碕中学校体育
館照明器具の取

り替え

　玄関、更衣室、器具庫、トイレの蛍光灯器具が老朽化しているた
め、新たなものに取り替える。

594 町

自転車置場整備
工事増額

　自転車置場整備の際の発生土の一部に産業廃棄物扱いとなるものが
あり、この処分に係る経費等が必要となったため

4,147 町

赤碕中学校バリ
アフリー対応工

事

　赤碕中学校駐輪場改築工事の実施にあたり、鳥取県環境建築局から
「鳥取県福祉のまちづくり条例」に対応した整備を行う必要がある旨
の指示を受け、必要な工事を実施するため

1,300 町

合計 6,041

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

赤碕中学校体育館の照明器具が老朽化により不点状態になっており、夜間利用時に支障をきたしているため修繕
する。
自転車置場整備工事に変更が必要となったため、工事費を増額する。
またこの工事に際し、校舎等についてバリアフリー化する必要が生じたため、必要な経費を追加する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 15-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 5 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 353 事業名 学校給食事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係 学校給食センター
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目 給食センター運営費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ②子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

181,015 455 455

補正後 181,470 83,022 98,448

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

調理室内施設設
備修繕

調理機器や調理室内の照明など修繕が必要な箇所があり、修繕費の不足
が見込まれるため

455 町

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　施設設備の老朽化により、機器等の追加修繕を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 674 事業名 赤碕地区公民館事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ⑤大人に対する学びの環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

1,613 869 869

補正後 2,482 25 2,457 公民館使用料25千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

赤碕地区公民館
雨樋修繕工事

公民館側面の縦樋の掴み金具の修繕と、軒樋の清掃
（北側、東側、南側の3面）

工事請負費　869千円

869 単町

合計 869

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
公民館の縦樋の掴み金具が錆により腐食しており、外れている。また、軒樋全体に落葉などのゴミが集積し、雨
水が完全に流れなくなりオーバーフローしているため、縦樋の修繕、軒樋の清掃を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

16-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 678 事業名 八橋地区公民館事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ⑤大人に対する学びの環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

10,415 4,577 4,577

補正後 14,992 5 7,500 7,487
公民館使用料5千円
過疎債7,500千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

八橋地区公民館
屋根・樋・軒天
改修工事

樋・軒天改修にかかる設計時に雨漏り箇所の調査、確認を依頼し
たところ、屋根の劣化が進んでいることが判明した。
屋根材の剥がれも散見されることから、将来的な予防を考慮し、
軒天改修工事に屋根改修を追加するもの。

公民館全面の屋根材吹き替え（アスファルトシングル葺き）。
屋根修繕込み工事費　10,912千円　管理業務　660千円

当初予算 設計･管理1,535千円　工事6,340千円
設計料（執行済）　880千円
設計費除く予算残　6,995千円

予算不足額　4,577千円（委託料5千円、工事請負費4,572千円）

4,577 単町

合計 4,577

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
八橋地区公民館の樋・軒天改修にかかる設計の際、屋根の劣化が判明。将来的な予防を考慮し、樋・軒天改修工
事に屋根改修を追加するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

玄関ポーチ屋根仕上材の劣化 南側屋根仕上材の劣化

16-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 325 事業名 生涯学習センター管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習センター管理室
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 生涯学習センター運営費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ②子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

53,621 1,340 1,340

補正後 54,961 2,822 16,500 35,639 過疎債16,500千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

特殊建築物定期
調査委託

建築基準法にかかる特殊建築物の定期調査を行い、県へ報告する
もの
　委託料　751,000円×1.1＝826,100円

827 単町

廃棄物処分委託
料

生涯学習センター１階駐車場消火薬剤の洗浄作業時に出た処理水
等を処分するもの
　積み込み、運搬86千円
　成分分析100千円
　処分（＠80千円×3.5トン）280千円
　合計　委託料　466,000円×1.1＝512,600円

513 単町

合計 1,340

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 生涯学習センターについて、建築基準法にかかる特殊建築物の定期点検調査を行う経費を計上する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 5 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 349 事業名 社会体育施設管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目 体育施設費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ⑥誰もが利用したくなる運動拠点施設の整備
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

3,431 130 130

補正後 3,561 1,001 2,560 体育施設利用料1,001千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

社会体育施設修
繕

修繕料　130千円

今後見込まれる社会体育施設の軽微な修繕に対応するため。
見込額645千円‐既定予算額521千円＝今回補正額130千円
今後見込まれるもの：赤碕武道館自動ドア取手設置、照明交換等

130 単町

合計 130

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 社会体育施設の修繕に対応するため。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 5 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1483 事業名 スポーツ・運動推進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目 体育振興費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ③地域で取り組む町民一人ひとりの健康づくりと介護予防
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
9月定例

15,342 30 30

補正後 15,372 841 5,500 9,031
トレーニングルーム使用料840千円
ウォーキング認定コース使用料１千円
過疎債5,500千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

スポーツ国際大
会出場奨励金

日本陸上競技連盟より、琴浦町ゆかりの選手が日本代表へ内定し
たことが発表されたため。
競技種目：陸上（やり投げ）
大会名：ブダペスト2023世界陸上競技選手権大会
　　　　　　　　　　（8/19～8/27）ハンガリー・ブダペスト
　　　　第19回アジア競技大会（9/23～10/8）中国・杭州

報償金　30千円

30 単町

合計 30

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
琴浦町ゆかりの選手がスポーツ競技での国際大会に日本代表として出場することが内定したため、奨励金の追
加を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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	目次
	総務課
	企画政策課
	商工観光課
	税務課
	農林水産課
	すこやか健康課
	福祉あんしん課
	子育て応援課
	建設住宅課
	上下水道課
	教育総務課
	社会教育課

